
切
符
売
り
も
経
験

今
や
首
都
圏
の
移
動
に
欠
か

せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い

る
地
下
鉄
。そ
の
礎
を
築
き
、

「
地
下
鉄
の
父
」と
称
さ
れ
る
実

業
家
・
早
川
徳
次
は
、１
８
８

１（
明
治
14
）年
、東
八
代
郡
御み

代よ
さ
き咲
村（
現
笛
吹
市
一
宮
町
）の

元
村
長
・
常
富
と
え
ひ
の
６
人

き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。県
立

甲
府
中
学（
現
甲
府

一
高
）を
卒
業
後
、

第
六
高
等
学
校（
現

岡
山
大
）に
入
学
す

る
も
病
気
を
理
由

に
中
退
。完
治
す
る

と
、早
稲
田
大
法
科

で
勉
学
に
励
ん
だ
。

こ
の
頃
か
ら
南

満
州
鉄
道
の
初
代

総
裁
・
後
藤
新
平

に
師
事
し
、大
学
卒
業
後
に
同

社
に
入
社
。後
藤
が
鉄
道
院
総

裁
に
就
任
す
る
と
早
川
も
後
を

追
っ
て
同
院
に
入
局
し
、現
場

を
知
り
た
い
と
後
藤
に
頼
み
込

ん
で
切
符
売
り
な
ど
の
仕
事
を

経
験
し
た
。こ
う
し
た
姿
に
才

気
を
見
出
し
た
甲
州
財
閥
で

「
鉄
道
王
」と
呼
ば
れ
た
根
津
嘉

一
郎
に
請
わ
れ
、１
９
１
１（
明

治
44
）年
に
佐
野
鉄
道（
現
東
武

鉄
道
佐
野
線
の
一
部
）を
立
て

直
し
、翌
年
に
は
高
野
登
山
鉄

道（
現
南
海
電
気
鉄
道
高
野
線
）

の
支
配
人
に
抜ば

っ
て
き擢
さ
れ
、再
建

に
導
い
た
。２
人
の
も
と
で
鉄

道
経
営
の
腕
を
磨
い
た
早
川

は
、１
９
１
４（
大
正
３
）年
に

鉄
道
調
査
の
目
的
で
、海
外
視

察
へ
旅
立
っ
た
。

調
査
重
ね
会
社
設
立

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
を
訪

れ
た
早
川
は
、市
内
を
網
の
目

の
よ
う
に
走
る
世
界
初
の
地
下

鉄
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

市
民
の
足
と
し
て
重
宝
さ
れ
て

い
る
様
子
を
見
て
、都
市
交
通

の
未
来
は
地
下
鉄
に
あ
る
と
確

早
川
は
早
速
地

下
鉄
建
設
に
動
き

出
し
た
が
数
々
の

困
難
が
待
ち
受
け

て
い
た
。軟
弱
と
い

わ
れ
た
東
京
の
地

盤
に
関
す
る
懸
念

を
払
拭
す
る
た
め
、

地
質
調
査
や
湧
水

量
の
調
査
を
徹
底

的
に
行
っ
た
ほ
か
、

自
ら
街
角
に
立
ち

交
通
量
を
調
査
す

る
な
ど
事
業
の
有

効
性
と
安
全
性
を

証
明
。政
財
界
の
渋

沢
栄
一
ら
を
説
得

し
、１
９
２
０（
大

正
９
）年
に
東
京
地

下
鉄
道
株
式
会
社（
現
東
京
メ

ト
ロ
）設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

７
年
か
け
て
全
線
開
通

設
立
後
も
、１
９
２
３（
大
正

12
）年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り

外
資
の
融
資
話
が
白
紙
に
な
る

な
ど
資
金
不
足
、難
工
事
を
乗

り
越
え
、１
９
２
７（
昭
和
２
）

年
12
月
30
日
、東
洋
初
の
地
下

鉄
を
浅
草
～
上
野
間（
約
２
・

２
㌔
、現
在
の
銀
座
線
）で
開
通

さ
せ
た
。日
本
初
の
自
動
改
札

や
自
動
列
車
停
止
装
置
を
備
え

た
電
車
に
は
、初
日
に
約
10
万

人
が
詰
め
か
け
た
。さ
ら
に
早

川
は
、甲
州
財
閥
で
阪
急
電
鉄

の
創
業
者
・
小
林
一
三
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト
を
参
考
に
、

主
要
駅
に「
地
下
鉄
ス
ト
ア
」を

信
。そ
の
後
も
フ
ラ
ン
ス
や
ア

メ
リ
カ
な
ど
世
界
の
主
要
な
地

下
鉄
の
調
査
研
究
を
行
い
、１

９
１
６（
大
正
５
）年
、東
京
で

の
地
下
鉄
構
想
を
胸
に
秘
め
、

帰
国
し
た
。

開
業
。１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
の

先
駆
け
と
な
る
10
銭
均
一
を
導

入
し
、集
客
に
成
功
し
た
。

地
下
鉄
は
１
９
３
４（
昭
和

９
）年
６
月
に
新
橋
ま
で
延
伸
。

早
川
が
当
初
構
想
し
て
い
た
浅

草
～
新
橋
間（
約
８
㌔
）の
全
線

が
完
成
し
た
。１
９
４
０（
昭
和

15
）年
、帝
都
高
速
度
交
通
営
団

へ
の
吸
収
が
決
ま
り
、早
川
は

心
血
を
注
い
だ
地
下
鉄
の
経
営

を
59
歳
で
退
い
た
。

私
塾「
青
年
道
場
」

社
長
退
任
後
、故
郷
・
山
梨

に
戻
っ
た
早
川
は
、地
元
の
青

年
た
ち
に
高
度
な
教
育
と
人
間

形
成
の
場
を
提
供
す
る
私
塾

「
青
年
道
場
」を
構
想
す
る
よ
う

に
な
る
。甲
府
中
学
の
後
輩
で

後
に
東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
を
手

掛
け
た
内
藤
多
仲
ら
に
設
計
を

依
頼
し
、自
宅
隣
地
へ
の
建
設

を
計
画
し
て
い
た
が
、着
工
目

前
の
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
に

61
歳
で
志
半
ば
急
逝
し
た
。青

年
道
場
は
実
現
し
な
か
っ
た

が
、自
宅「
早
川
家
住
宅
母
屋
」

は
数
奇
屋
風
意
匠
の
質
が
高

く
、部
分
的
に
洋
風
意
匠
を
取

り
入
れ
た
近
代
和
風
住
宅
の
好

例
と
し
て
現
在
、国
の
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

広
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は　

山
梨
新
報
社
ま
で
☎
０
５
５（
２
３
７
）８
１
２
１

Ｐ
Ｒ
特
集 

（
山
梨
県
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ
）

国
の
登
録
有
形
文
化
財「
早
川
家
住

宅
母
屋
」。早
川
は
隣
地
に
私
塾「
青

年
道
場
」の
建
設
を
構
想
し
て
い
た

（個人蔵）

早川の地下鉄構想に大きな打撃を与え
た関東大事震災が発生した際に記した
備忘録には「本社ガ第一期線トシテ敷設
セントスル新橋銀座上野浅草等一切焼
土ト化シタリ」と記されている（個人蔵）

山
梨
県
は
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
偉
人
を
数

多
く
輩
出
し
て
い
る
。
自
主
性
、
公
共
性
、
開
拓
精
神
と
い

う
甲
州
人
の
気
風
に
基
づ
い
た
先
人
た
ち
の
挑
戦
と
功
績

を
紹
介
す
る
。

東京地下鉄道の起工
式で杭打機に手をか
ける早川（個人蔵）

新
時
代
を
拓
い
た

郷
土
の
先
人
た
ち

地
下
鉄
誕
生
は
一
人
の
志
か
ら

地
下
鉄
誕
生
は
一
人
の
志
か
ら

未
来
を
拓
い
た
開
拓
精
神

未
来
を
拓
い
た
開
拓
精
神

甲
州
財
閥

早
川
徳の

り
つ
ぐ次

（
１
８
８
１
―
１
９
４
２
）

偉
人
の
言
葉

偉
人
の
言
葉

凡お
お
よ

そ
如い

か何
な
る
世
に
も
、仕
事
を
す
る
に

大
切
な
る
も
の
は
人
で
あ
る


